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ＮＰＯ法人 

  昨夏の猛暑、この冬の豪雪と季節の極みが繰り返される日々です。昨年の四月より当法人も 

就労継続支援Ｂ型の作業所として取り組んできました。 

特定非営利活法人として、また福祉サービスの施設としての役割を果たすとともに多くの規制や 

条件に沿った運営を進めております。 

慣れない施策の中、本当に暗中模索を繰り返しております。より良いサービス提供を目指すが 

ゆえ遠回りの道を歩んでいるかも知れませんが、利用者の未来をより良いものにするためにも 

手作りの温みのある支援を続けて参ります。引き続きご指導、ご支援をお願いします。 

ボランティアのみなさん、 

 日頃より縫製のボランティアの方を 

求めていたところ、ありがたいことに 

四名のボランティアの方に、ご協力を 

いただけることになりました。利用者 

が染めた布をカバンに縫製していただ 

いたり、また市販の布で水筒入れやコ 

ップ入れ、アームカバー等に見事に縫 

製をして下さいました。バザー等にて 

 泉州に古くから伝わる味噌づくりを、支援者のご指導のもと仕込を始めました。今年の冬には 

ホスの 味噌づくり はじめました！ 
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　　ＨＯＳ（ホス）の活動ファイル

８／１８ スーパードリーム・サーカスに、ご招待いただき 

ました。間近で見るスリリングな演技にドキドキしながら 

見入っていました。  

野外活動 

１１／８ タマネギの定植は始めての体験です。苗を持っ 

て植えるのや、苗の間隔をあけるのが難しいようです。 

春にはたくさんのタマネギが収穫できます。 

１／２６ アンデス、キタアカリ、男爵の三種の種芋を植え 

る。支援者のご指導をいただきながら、一つ一つ丁寧に 

植えました。 

タマネギ・ニンニクの定植 

ジャガイモの定植 

１２／１２ 岬町の里海公園でのマラソン大会にて 

手作り作品や、焼いもの販売をさせていただきま 

した。当日は寒かったので、焼いもは焼きあがる 

のを待っていただく程で長い列ができ、大変好評 

でした。 

里海公園にてバザー 

１／１０ ご支援者の方々と新年のお餅つき大会 

をおこないました。毎年おこなっているので杵を 

持ち方もさまになり、力強くついていました。 

餡餅や、安倍川餅、おろし餅、お雑煮にしてお腹 

いっぱい食べ愉しみました。 

又昔なつかしい、のし餅にし、かき餅作りにも挑 

戦し、切ったお餅を乾燥させ油で揚げたり、レン 

ジで暖めたりして食べみんな大満足でした。 

新年餅つき大会 

タマネギの定植 餅つき大会 里海公園バザー 
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事業所内での作業案内 
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ブラシセット組み立て 軍手のセットアップ 

 トイレ、お風呂、排水溝用のブラ 

シの組み立て作業をしています。 

難しい作業工程もありますが、み 

んな出来るようになり、自分たち 

が組み立てたブラシがスーパー等 

で販売されているので丁寧に作業 

をしています。 
 ２月より新しい作業として軍手の 

検品とセットアップの作業が加わり 

ました。まだ慣れずにペースもゆっ 

くりですが、頑張ってトライしていま 

す。 

 事業所内では、染めの作品づくりの作業はもとより、ブラシの組み立て、軍手のセットアップの 

作業を行っています。利用者の持つ個々の個性を活かし、得意な工程から作業に入り、最終的には 

利用者がすべての工程が出来るようになります。彼らが持つ根気強さや、ある種のこだわりがなせ 

る技かも知れません。「障がい者にも出来ることがある。障がい者だからこそ出来ることがある」 

を実感させられます。 



８月 ：野外活動（スーパードリーム・サーカス観賞）。

：染めの指導者とのバザー商品の打ち合わせ。

９月 ：泉の森ホールにてバザーに参加。

：保護者会。

10月 ：イオンのイエローレシートキャンペーン助成金の贈呈式に。

：イオンりんくう泉南店にて焼いも販売。

：米作りの脱穀作業。

：泉南市障がい者スポーツ大会に参加。

　11月 ：イオンりんくう泉南店にて焼いも販売とイエローレシートキャンペーン。

：泉佐野の長南中学校との交流。

：老人クラブの方々とスポーツ交流会。

：保護者会。

：タマネギ、ニンニクの定植。

１２月 ：イオンりんくう泉南店にて焼いも販売とイエローレシートキャンペーン。

：「ピリたくん」「あまみちゃん」の漬け込み作業開始。

：岬町の里海公園にてバザーに参加（マラソン大会）。

：クリスマス会。
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活動記録 

向井市長も視察に見えられました。 



　１月 ：餅つき大会。

：砂川福祉センターの職員の方々が見学に来られる。

：障がい者スポーツ教室でヨガ体験。

：保護者会。

：ジャガイモの定植。

２月 ：味噌づくりを始める。

：イオンりんくう泉南店にてイエローレシートキャンペーン。

：保護者会
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 8月 佐野支援学校のＰＴＡの方々 

 9月 佐野支援学校のＰＴＡの方々 

11月 鳴滝幼稚園の園児たち 

 ９月 人権研修（砂川センター） 

     ディケア・ホリ推進会議 

     泉南中学校、ふれあい部会 

10月  泉南中学校、ふれあい部会 

11月  泉佐野青年会議所総会 

  1月  ディケア・ホリ推進会議 

     大阪手をつなぐ育成会会議 

 2月  ボランティアフェスティバル会議 

見学に来られました 

参加させていただいた会議等 

HOS 



（エイサー・チャンゴ）

報告
　8月 エイサー交流

　９月 太鼓交流 （信達幼稚園）

　10月 大阪府日本太鼓フェスティバル （泉の森ホール）

太鼓交流 （鳴滝幼稚園）

泉南少林寺大会 （泉南市体育館）

泉南市社会福祉協議会30周年記念式典 （あいぴあ泉南）

障がい者との交流 （泉南中学校）

ふれあいフォーラム（チャンゴ） （泉南中学校）

11月 西信達フェスタ（少林寺の拳士と共に） （西信達中学校）

商工まつり （泉南わくわく広場）

ふれあいコンサート（チャンゴ） （人権ふれあいセンター）

人権週間コンサート（チャンゴ） （イオンりんくう泉南店）

金婚式の式典

23年

２月 障がい者権利条約フォーラム （浪切ホール）

認知症シンポジウム （泉南市文化ホール）

予定

３月 人権フォーラム（チャンゴ） （鳴滝第一小学校）
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　　きょうだい鼓（太鼓演奏）の報告と予定

（鳴滝第二保育所）

（あいぴあ泉南）

大阪府日本太鼓フェスティバルにて 商工まつりにて 



８月度

９月度

１０月度

１１月度

１２月度

　1月度

山田様 佐藤様 松本様 浅羽様 和田様 田辺様 和気様 福本様

河野様 最上様 石橋様 太田様 西本様 辻谷様 塩路様 池田様

丸谷様 奥野様 桐本様 若狭様 新谷様 松田様 梅田様 郷原様

大梅様 坂本様 川口様 生賀様 滝川様 定野様 中野様 掛水様

油谷様 田中様 　石井様 吉野様 川端様下河内様 東　様 八木様

丸山様 中川様 森田様 岡田様 山本様 十川様 高岡様 塚本様

兵庫様 近西様 小川様 杉岡様 加納様 植田様  安 様 木村様

大部様 藤本様 石井様  辻 様 前田様 片岡様 追田様 小柳様

中野様 木下様

【順不同・敬称略】 ありがとうございました。

（誤記および、記載漏れの場合もあろうかと思いますが、ご了承ください）

あとがき

　　　　　　　　　ホームページアドレス＝http://www.workcenter-hos.com/
　　　　　　　　　メールアドレス＝workcenterhos-1@rinku.zaq.ne.jp に変わりました。
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北川商店様

廃品回収収益

５７,４５０円

４９,３１０円

２０,９３０円

　　　　　ボランティア及びご協力いただいている方々。

８０,２３０円

４１,５１０円

１９,２６０円

泉南市内はもとより阪南市 

熊取町、岸和田市や和歌山 

の岩出にと、リサイクルの 

可能な資源を集めています。 

ご協力いただいている皆様に 

感謝しております。 

廃 品 回 収 

 １９９０年代後半に良く使われた言葉にＲｅｖｏｌｕｔｉｏｎ （レヴォリューション＝変革）という言葉 

がある。バブル経済が弾け、今までの体制から脱皮を目指す企業が頻繁に使っていたのを 

思い出す。「変わらなくっちゃ」のＣＭコピーもあり、多くの企業は社名やロゴや組織の組み換 

えが多く見られた。その後、１０年余り経ち政治の中にも、オバマ大統領の演説に「Ｃｈａｎｇｅ 

＝チェンジ」が使われ、日本でも政権交代の言葉が繰り広げられた。 

世の中は約１０年で変革を求めているようである。 

私たちホスも発足より１３年目に入っている。小規模な変化はあったにしろ、この辺で大きく 

変革する時期かも知れない。少人数ゆえのメリット、デメリットもある中で組織としての目的・ 

使命の「標準化」、そして利用者への「個別化」を進めるのは容易でないかも知れないが、更 

に高度なサービスが提供できるかが、今後問われる課題だろう。 

ふと今、発足当初に掲げたホスの目標〈認められるよろこび〉〈働くよろこび〉〈居場所がある 

よろこび〉〈出会えるよろこび〉〈個性が出せるよろこび〉の重要性を感じる。これらはホスだけ 

でなく、一般社会にも通じる人生の目標かも知れない。 

初心に戻り、そして多くの概念からも異なった視点を持ち、大きく舵を変えてみたいものです。 

ＨＯＳの語源のＯＲＩＧＩＮＡＬ ＳＯＣＩＡＬ ＧＲＯＵＰにある「独自な方法での支援」を再確認す 

るにも重要な時期だろう。障がい者だから援助等を待つのではなく、積極的に踏み込んで行 

かなければ自ずから道は開けていかないだろう。 


